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(57)【要約】

【課題】開水路に容易に取り付け可能であり、水管理を

省力化する技術を提供する。

【解決手段】給排水制御装置（１０）は、開水路と圃場

との間を連通する給排水口に、流体流通可能に接続され

る枠体（１１）と、枠体（１１）の内壁に固定された袋

体（１２）とを備え、袋体（１２）内部への給排気によ

る袋体の膨縮によって、枠体（１１）内の流路を閉塞又

は開放する構造を有する。

【選択図】図１
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